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福江島でのMAX-DOASによる NO2測定：地上現場観測との比較検証と長期変動傾
向
NO2 observed by MAX-DOAS at Fukue Island: Comparison to ground-based observa-
tions and long-term variations
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我々はアジア広域大気汚染の実態把握のために、2009年春から、長崎県・福江島大気環境観測施設 (32.75N, 128.68E)
にて、オゾン・微小エアロゾル・ブラックカーボンに加えて、MAX-DOAS法（複数仰角太陽散乱光分光計測・差分吸収
解析法）による NO2,エアロゾルの計測を実施している。低仰角 (3, 5, 10, 20, 30度)で得られた紫外可視波長帯のスペク
トルについて、天頂（仰角 90度）で得られたスペクトルを参照として解析することによって、NO2, O4（酸素分子の衝
突錯体）の差分吸収度を測定する。O4の差分吸収からまず放射伝達モデルと整合的なエアロゾルの高度分布を導出し、
その後 NO2の対流圏鉛直カラム濃度や高度分布を導出する。福江島では、2009年 5-6月、2010年 3-6月にそれぞれ光
解離・化学発光法とレーザー誘起蛍光法による NO2の現場計測がなされており、それらの結果を用いて、MAX-DOAS
による NO2の地上付近濃度の導出結果を評価した。いずれの期間も整合的な時間変動が見られ、サブ ppbレベルまでの
測定妥当性が認められた。MAX-DOAS の長期観測によって、2009-2012年の期間に得られた NO2の日変動・季節変動
などを解析した。いずれの年も、冬季に濃度が極大となる季節変化を示すことがわかった。とくに、韓国方面から気塊
が速く輸送される場合に、高濃度の NO2が記録されることがわかった。春にもそのような輸送が見られる場合があり、
越境汚染に関わるオゾン生成レジームにも影響を及ぼしていることがわかった。
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